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トンネル
切
羽

掘削工事により発生する濁水
（薬液注入や吹付けコンクリート等
施工時の濁水を含む）

清水

ｐＨ処理設備

処理後の水

処理設備

清水と濁水が混合しないように排水

ＳＳや自然由来の重金属等の管理基準
を超過した場合は、処理設備にて処理

処理後の水質を確認したうえで放流

１．水質・水温の管理 

（１）トンネル湧水等の水質・水温 

・トンネル湧水は導水路トンネルとポンプアップにより、河川へ流すこととしてい

ます。これに対し、地域の方々からは、トンネル湧水（清水）やトンネル掘削工

事で発生する濁水（以下、合わせて「トンネル湧水等」という。）を河川へ流す

ことにより、河川の水質や水温が変化し、水資源利用に影響が及ぶのではないか、

とのご懸念の声を頂いています。 

・トンネル湧水等の水質や水温については、国の有識者会議等でこれまでご説明し

たとおり、基本的に河川放流前の管理を徹底して進めていきます。 

 

 １）水質管理 

 ①  工事中の対応 

清水と濁水の分離 

・トンネル掘削工事の中で、吹付けコンクリート施工後の区間の湧水は濁りがな

くなってくることから清水として区分し、工事に伴い発生する濁水と混合しな

いように分離し坑口に送水します。これにより濁水として処理する量の低減を

図っていきます。トンネル湧水等の清濁分離（イメージ）を図 １に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 １ トンネル湧水等の清濁分離（イメージ） 

 

処理設備による処理 

・工事施工ヤードにおける水の流れを図 ２に示します。 

・トンネル掘削工事に伴い発生する濁水は、水素イオン濃度（ｐＨ）、浮遊物質量

（ＳＳ）、自然由来の重金属等の処理設備を、西俣非常口、千石非常口、導水路

トンネルの吐出口である椹島の各工事施工ヤードに設置し、表 １、表 ２に定め
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工事施工ヤード

濁水の流れ

処理後の水質を確認
したうえで放流

濁水処理設備

地点02

清水の流れ

水質調査地点

処理後の水

処理設備

トンネル坑口

原水槽

ｐＨ処理設備
地点01

（pH,濁水,自然由来の重金属等）

ＳＳや自然由来の重金属等の管理基準
を超過した場合は、処理設備にて処理

処理後のpHを確認
したうえで放流

地点03

る管理基準を満たすよう適切に処理したうえで、河川へ放流します。処理後、放

流前に水質を継続的に計測する（地点 01、地点 03）ことで、管理を徹底します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２ 工事施工ヤードにおけるトンネル湧水等の処理の流れ（イメージ） 

 

 

表 １ 水質管理基準（ｐＨ、ＳＳ） 

項目 管理基準 

ｐＨ 6.5以上 8.5以下 

ＳＳ 25mg／L以下 

 

現在、大井川水域では水質汚濁防止法等に基づく排水基準としては、pH5.8以

上 8.6以下、SS最大 40mg／L、日間平均 30mg／Lと定められていますが、今

回、流域の皆様の水資源利用に影響を与えないよう、環境基準の水域類型のな

かで最も厳しいＡＡ型の値と同等になるよう管理基準を設定しました。 
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表 ２ 水質管理基準（自然由来の重金属等） 

項目 管理基準 項目 管理基準 

カドミウム 0.03mg／L以下 鉛 0.1mg／L以下 

六価クロム 0.5mg／L以下 ひ素 0.1mg／L以下 

水銀 0.005mg／L以下 ふっ素 8mg／L以下 

セレン 0.1mg／L以下 ほう素 10mg／L以下 

 

水質汚濁防止法等に基づく排水基準を水質管理基準として設定しました。 

 

・処理設備では、水道における水処理と同様に、原水に凝集剤等を添加した後、濁

りの原因となる物質を凝集沈殿させ、発生する汚泥を脱水のうえ建設汚泥として

適切に処理します。またｐＨについては炭酸ガス等を用いて中和処理を行います。 

・自然由来の重金属等について過去のトンネル工事で実績のある排水処理剤による

処理を考えています。これは、排水処理剤により不溶化処理（重金属等が水に溶

け出すことのないような物質に変えること）等を行い、沈殿、脱水のうえ建設汚

泥として、適切に処理を行うものです。処理設備については、機能を維持させる

ため点検・整備を確実に実施します。 

・また、処理を行う水量に合わせて必要な追加等を行います。必要な場合には、工

事施工ヤードに設置するほか、トンネル坑内に配置します。配置例を図 ３に示し

ます。仮にトンネル湧水が３ｍ３／秒発生し、湧水の全てが濁水とした条件では、

濁水処理設備（３００ｍ３／時）は３６基必要となりますが、全ての設備をトンネ

ル坑内に配置することが可能です。実際には処理を行う水量に合わせて設置して

いきます。 

・清水についても、アルカリ排水等が含まれる可能性があるため、工事施工ヤード

に設置する原水槽（図 ２の地点 02）で水質調査を実施し、ｐＨの管理基準を超

過した場合には、処理設備にて処理して河川へ放流することとします。また、Ｓ

Ｓや自然由来の重金属等についても確認を行い、管理基準を超過した場合は処理

設備で管理基準を満たすよう処理を行ったうえで河川に放流します。 
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本坑

約８０ｍ

薬品槽 濁水処理設備 フィルタープレス 薬品反応槽

本坑・先進坑

椹島

品川方→

←名古屋方

大井川

静岡県

山梨県

長野県

大井川

計：約１．２ｍ３/秒
⇒１４基

西俣川

計：約１．０ｍ３/秒
⇒１２基

：本坑・先進坑
：斜坑
：導水路トンネル

：濁水処理設備

西俣斜坑

千石斜坑

記載の数字は、設備基数を示す

１４

１２
１０

計：約０．８ｍ３/秒
⇒１０基

※区間ごとの湧水量は、水収支解析による予測値
をもとに、総量が３ｍ３/秒となるように配分。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ３ 濁水処理設備の配置計画（仮に３ｍ３／秒の濁水が発生した場合） 

 

 ②  工事完了後の対応 

・トンネル工事完了後も当面の間は、濁水やコンクリート構造物からのアルカリ排

水が湧出することが考えられるため、トンネル湧水等の水質が定常的に基準値内

の状態になるまでの間は、必要な処理設備を設置し、処理をして河川へ放流しま

す。 

・排出する湧水において定常的に排水基準を超過する重金属等が検出される場合は、

工事中の対応と同様に排水処理剤により排水基準以下に処理して河川へ放流し

ます。重金属等の濃度が高い区間の湧水は、別系統で集水し、処理することも方

法として検討していきます。 
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 ２）水温管理 

・一般的に、地下水は地熱によって深度が深いところほど、水温が高いとされてい

ることから、冬季などにおいてトンネル湧水を河川へ放流することによって、上

流域の放流箇所近傍では河川水温が上昇する可能性が考えられます。 

・一方、トンネル湧水が放流される大井川の上流域と中下流域の間には、大井川本

流に複数のダムや取水堰が設置されており一定期間貯留される他、降水や支流等

からの水が混入しており、現状においても上流域と中下流域では水温が異なって

います（大井川上流域と中下流域におけるモニタリングの結果を図 ４に示しま

す）。こうしたことから、トンネル湧水を含んだ大井川上流域の水の温度は、中下

流域に到達するまでの間に自然状態の水温に馴らされると考えられ、中下流域の

水資源利用に及ぼす影響は小さいと考えられます。 

・しかしながら、流域の方々によりご安心頂けるように、トンネル湧水の水温や、

大井川上流域から中下流域にかけての河川水の水温の状況について、工事中及び

工事完了後の将来に亘り、責任を持って確認していきます。これらの計測結果に

ついては、静岡県等へ報告するとともに、公表していきます。 

・一方、河川の水温管理については上流域の生態系に対する観点でご意見をいただ

いており、現在、トンネル湧水をできる限り外気に曝したうえで河川に放流する

ことや、放流箇所を分散させるなどの対策について検討を進めています。 
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図 ４ 大井川上流域、下流域における流量、水温の測定結果 

神座付近（流量） 

椹島付近（流量） 

椹島付近（水温） 

神座付近（水温） 

さわらじま 

椹島 
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（２）発生土置き場の水質 

 １）発生土置き場の計画 

・発生土置き場の計画については、「資料１ 発生土置き場について（新たに検討

を進めた内容の報告）」に記載のとおりです。本資料では、発生土置き場の水質

管理についてご説明します。 

 

 ２）発生土置き場（通常土）における水質管理 

・発生土置き場（通常土）については、小段毎に排水溝や集水枡を設置するほか、

縦排水により雨水等が発生土に浸透する前に集め、濁水の発生自体を抑制します。 

・また、現地盤に地下排水工を設置するとともに、小段部分に水平方向へ水を排水

できるような設備を設置し、盛土内に侵入した水を集めて排除します。 

・集めた排水は、沈砂池等（図 ５）により適切に処理したうえで、河川へ放流しま

す。沈砂池は、工事中は定期的に点検し、大雨なども考慮して浚渫などの整備を

行います。 

・河川へ放流する水については、「静岡県盛土等の規制に関する条例」（表 ３）に

定める物質の種類について、水質基準を満たしていることを確認のうえで放流し

ます（図 ６）。 

表 ３ 静岡県条例に定める水質基準の例（自然由来の重金属等） 

項目 管理基準 項目 管理基準 

カドミウム 0.003mg／L以下 鉛 0.01mg／L以下 

六価クロム 0.05mg／L以下 ひ素 0.01mg／L以下 

水銀 0.0005mg／L以下 ふっ素 0.8mg／L以下 

セレン 0.01mg／L以下 ほう素 1.0mg／L以下 

           図 ５ 沈砂池の例 図 ６ 放流する水の水質の確認 
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 ３）発生土置き場（遮水型）における水質管理 

・発生土置き場（遮水型）から発生する雨水等の排水処理は、図 ７に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ７ 排水処理計画（イメージ） 

 

・対策土中の浸潤水は、排水路を敷設し、盛土下流側へ設置する集水設備へ集水し

ます。集水設備（図 ７の地点 01）では水質調査を実施し、必要な場合は処理を

行って、「静岡県盛土等の規制に関する条例」に定める物質の種類について、水

質基準を満たすことを確認したうえで、河川へ放流します（図 ７の緑色矢印）。 

・遮水シートの上部等を流れるその他の排水は、沈砂池等（図 ７の地点 02）で適



９ 

 

切に処理したうえで河川へ放流します（図 ７の青色矢印）。放流後は、（図 ７の

地点 03）で水質の確認を行います。 

・なお、発生土置き場を挟み込む形で図 ７の地点 04のとおり観測井を設置し、地

下水に与える影響についても確認していきます。 

・搬入完了後は上面にも遮水シートを設置して対策土の封じ込めを行います。その

うえで、万が一対策土に浸潤してきた水や遮水シートの上部等を流れるその他の

排水について、搬入中と同様に管理を行います。 

・詳細については、重金属等の取扱いに係る専門家のご意見を伺いながら、今後設

計を進めていきます。 
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２．水質・水温に関するリスク管理 

（１）トンネル湧水等 

・トンネル湧水等の水質・水温管理に関するリスクとしては以下のものが考えられ、

それぞれの項目に記載のとおり対応していきます。 

 

①地質の違いにより想定を超えるトンネル湧水が発生することや、突発湧水が発生

することにより、処理設備の容量を超過し、適切な処理がなされていない水が河

川に流出する可能性があります。 

  

 こうしたリスクは上り勾配でトンネルを掘削中に突発湧水が発生し自然流下で河

川まで達する場合に生じると考えられ、静岡工区のトンネルにおいては、 

  1)工事用トンネルを掘削中の(千石側)坑口付近 

  2)導水路トンネルを掘削中の(椹島側)坑口付近 

  3)先進坑・本坑を上向きに掘削した水が導水路トンネルに流れ込み、自然流下し

て（椹島側）坑口に達する 

  の３ケースが考えられます（図 ８）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ８ リスクに該当するケース 

 

【リスクへの基本的な対応】 

 ＜平常時の対応＞《全てのケース》 

  ・高速長尺先進ボーリングによる湧水量からトンネル湧水量を把握し、それに対

応した容量の処理設備を計画します。 

  ・トンネル掘削にあたっては、湧水量に応じた薬液注入等の補助工法を実施する

１）、２）のケース ３）のケース 
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ことにより、トンネル湧水を低減します。 

・計画した容量の処理設備は、工事施工ヤードおよびトンネル坑内を利用して分

散して配置するとともに、予備の処理設備を各施工ヤード等に用意します（図 

９）。 

・掘削中、トンネルからの湧水量を常時計測します。 

 

※東京機材工業株式会社ＨＰより 

図 ９ 予備の処理設備のイメージ（仮設水槽） 

 

＜影響発生の兆候段階の対応＞《全てのケース》 

・トンネル湧水量が処理設備の容量を超えた場合、関係者（静岡県、流域市町、

利水者、山梨県、早川町等）へ速やかに連絡し、予め用意しておいた予備設備

を使用します。そのうえで、設備容量の増強をただちに実施します。 

・また、補助工法について見直し、更なる対策を実施します。 
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 ＜影響発生の可能性段階の対応＞ 

《全てのケース》 

・トンネル湧水量が予備設備も含めた処理設備の容量を超えた場合、掘削を一時

中断し、関係者（静岡県、流域市町、利水者、山梨県、早川町等）へ速やかに

連絡します。トンネル湧水を予備設備やトンネル内の配管等に一時的に貯留す

ることも検討します（図 １０）。 

 

図 １０ トンネル内の一時貯留設備のイメージ 

 

《各ケース毎の対応》 

・1)の工事用道路トンネルでは、施工ヤードのほか千石非常口ヤードの処理設備を

柔軟に運用することや宿舎ヤードの空地に処理設備を増備します。 

・2)の導水路トンネルでは、施工ヤードのほかヤードにつながる作業通路などの空

地に処理設備を増備します。 

・3)の斜坑・先進坑を上向き掘削している場合は、トンネル内のスペースを活用し

て湧水の一時的な貯留を行うほか、2)と同様に導水路トンネルヤードにつなが

る作業用通路などの空地に処理設備を増強します。 

 

②地震、豪雨等の大規模災害による停電によって処理設備が停止した場合、適切な

処理がなされていない水が河川に流出する可能性があります。 

 

【リスクへの基本的な対応】 

・予め、発動発電機等の予備電源を用意しておくことで、リスクを回避します。

停電が発生した場合、予備電源に切り替えることで対応します（図 １１）。 
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※デンヨー株式会社ＨＰより 

図 １１ 予備電源（発動発電機）のイメージ 

 

 

 ③処理設備が故障した場合、適切な処理がなされていない水が河川に流出する可能

性があります。 

 

【リスクへの基本的な対応】 

・予め、予備の処理設備を用意しておくことで、リスクを回避します。故障が発

生した場合、予備の設備に切り替えることで対応します。 
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（２）発生土置き場 

・発生土置き場の水質管理に関するリスクとしては以下のものが考えられ、それ

ぞれの項目に記載のとおり対応していきます。 

 

 ①地震、豪雨等により発生土置き場（遮水型を含む）の崩壊が発生した場合、河川

への土砂の流入が発生し、水質に悪影響が発生する可能性があります。 

 

【リスクへの基本的な対応】 

・定期的に盛土や排水設備等の状況を確認するとともに、地震や豪雨等が発生し

た場合には、現地に常駐する工事管理者等が盛土や排水設備等の状況を速やか

に確認します（図１２、図１３）。 

図１２ 盛土施工中の排水設備     図１３ 盛土完成後の排水設備 

（中央新幹線の他工区の例）           （富士山静岡空港の例） 

・点検の結果、崩壊等の異常を確認した際には、速やかに静岡県、利水者等に報

告し、崩壊土砂の撤去、のり面保護等の安全確保に必要な応急措置を実施しま

す。 

・また、発生土置き場の下流の地点で水質等の調査箇所を追加し、濁水による影

響を確認します（図 １４）。 

・地震、豪雨等により河川に濁りが発生した場合、図 １５のグラフのように、時

間の経過とともに濁りは解消していきますが、他の部分における濁りが解消す

る中で、当該地点及びその下流について濁りが解消されない場合や、遮水型の

発生土置き場で下流の地点における自然由来の重金属等の濃度が低下しない場

合には、原因となる底泥の除去等の対応方針を策定し、静岡県や利水者等にご

相談のうえで底泥の除去等を実施します。 
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②遮水シートの損傷等、遮水型の発生土置き場の管理不備が発生した場合、自然由

来重金属等を含んだ雨水等が河川に流出する可能性があります。 

 

【リスクへの基本的な対応】 

・定期的に設備の状況を点検・確認します。（図 １６、図 １７） 

・河川に放流する排水のモニタリングを継続的に実施し、変化を早期に検知しま

す。 

・施工中、施工完了後も地震や豪雨等が発生した場合には、現地に常駐する工事

管理者等が設備の状況を速やかに確認します。 

・確認の結果、設備の損傷等を確認した際には、対策土の受入れを一時中断し、

速やかに静岡県、利水者等に報告し、損傷箇所の復旧等、応急対策を実施しま

す。 

・また、対策土置き場の下流の地点で水質等の調査箇所を追加し影響を確認しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

豪雨 

図 １４ 河川での水質測定 図 １５ 豪雨により濁りが発生した測定例 

図 １６ 施工途中の遮水シート 

 

図 １７ 浸潤水の集水設備 
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・時間が経過しても、自然由来の重金属等の濃度が低下しない場合には、原因と

なる底泥の除去等の対応方針を策定し、静岡県や利水者等にご相談のうえで底

泥の除去等を実施します。 

 

③遮水型の発生土置き場において、地震、豪雨等の大規模災害による停電、あるい

は処理設備の故障が発生した場合、浸潤水の適切な処理がなされないまま河川に

流出する可能性があります。 

 

【リスクへの基本的な対応】 

・予め、予備電源（発動発電機等）や予備の処理設備を用意しておくことで、リ

スクを回避します。停電や設備の故障が発生した場合、予備の設備に切り替え

ることで対応します。 
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３．モニタリング 

（１）トンネル 

 １）トンネル湧水等のモニタリング 

・１～４ページで述べたように、トンネル湧水等については、管理基準を満たす

よう適切に処理し、河川へ放流します。 

・濁水処理設備においては、図 １８のようなフローで処理を行います。ｐＨ、Ｓ

Ｓについては処理後、設備内に設置した機器で常時計測（ＳＳは濁度換算）を

行い、予め定めた管理値を超えた場合は再処理を実施して、管理値を遵守する

よう自動的に管理され、図 １９のようにその結果を確認いたします。自然由来

の重金属等については、処理設備内の原水槽において簡易計測（パックテスト

等）による確認を行い、予め定めた管理値以下に処理します。 

 

図 １８ 処理設備による処理のフロー（イメージ） 

 

 

 

 

 

 

 

図 １９ 処理設備における処理及び水質の確認（他工区の実績） 

対策土用薬品槽

フィルタープレス

㈱楢崎製作所HPより

濁水処理設備

・泥水に薬液を混ぜて泥など
沈殿させる。

・汚泥を脱水する。

薬品類

ＳＳ、ｐＨを処理

自然由来の重金属を処理

処理設備内に設置したｐＨ、濁度計測機器
による計測で、管理基準を超過した場合は
再処理を実施

河川へ放流

処理設備内に設置したｐＨ、濁度計測機器
による計測で、管理基準を満たした場合は
河川へ放流（放流前に水質を確認）

（ｐＨが管理基準を超過した場合）

（ＳＳが管理基準を超過した場合）

・排水処理剤により不溶化
処理等を 行い、沈殿、
脱水のうえ建設汚泥とし
て、適切に処理する。

水質（自然由来の重金属等）を簡易
計測（パックテスト）等により確認



１８ 

 

・そのうえで、処理後の濁水及び清水のそれぞれについて、河川放流前に表 ４に

示すとおり計測を行います。 

・工事完了後もトンネル湧水を河川へ放流する箇所においては、定常的な値を示

すまで計測を継続します。 

 

表 ４ トンネル湧水等の水質・水温調査概要（河川放流前の確認） 

 

※１ 発生土に含まれる自然由来の重金属等が基準値を超過していた場合には、日１回にして確認を行います。 

 

 ２）放流先河川におけるモニタリング 

・トンネル湧水は、河川放流前の管理を基本として処理・確認を行いますが、さ

らに放流先河川においても、トンネル湧水を放流する箇所付近において表 ５、

図 ２０に示すとおり水質・水温の計測を実施します。 

 

表 ５ 河川の水質・水温調査概要（トンネル湧水の放流先河川の確認） 

 

※１ 工事完了後の湧水放流箇所である坑口（導水路トンネル）においては、将来に亘って継続して調査します。工事完了後、

その他の箇所においては、放流先河川の水質が定常的な状態になるまでの間、継続して調査します。 

※２ 発生土に含まれる自然由来の重金属等が基準値を超過していた場合には、日１回にして確認を行います。 

 

項目 地点 目的 頻度

トンネル湧水等

ｐＨ
ＳＳ（濁度換
算）

西俣非常口
千石非常口
坑口（導水路ト
ンネル）
坑口（工事用道
路トンネル）

河川放流前での水資源利用へ
の影響を確認

・工事中：日１回
・工事後：日１回

自然由来の
重金属等

・工事中：月１回※1

・工事後：月１回

水温
・工事中：日１回
・工事後：日１回

項目 地点 目的 頻度

河川
（トンネル湧水等
の放流先河川）

ｐＨ
ＳＳ（濁度換算）
ＥＣ

西俣非常口、
千石非常口、
坑口（導水路ト
ンネル）
の放流箇所の下
流地点

（自然由来の重
金属等のみ放流
箇所の上流地点
においても調
査）

放流先河川での水資源利用
への影響を確認

・工事前：常時
・工事中：常時
・工事後：※１

自然由来の
重金属等

・工事前：月１回
・工事中：月１回※２

・工事後：※１

水温

・工事前：常時
・工事中：常時
・工事後：常時
（坑口（導水路トン
ネル）
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図 ２０ 河川の水質・水温調査地点（トンネル湧水等の放流先河川の確認） 

 

・工事前の調査結果をバックグラウンドデータとして整理するとともに、工事に

よる変化を管理するための管理値を設定したうえで、計測を実施します。 

・水質が管理値を超えた場合や、値がこれまで見られなかった変動の傾向を示し

た場合には、工事排水やトンネル湧水、放流箇所の上流地点等の調査結果と対

比して原因の究明を行い、対策を講じていきます。 

・水温については、放流箇所の下流地点で調査を行うことを基本とし、必要によ

り河川の状況を考慮して調査地点を追加し、水温の分布状況を把握します。 

  

静岡県

品川方→

導水路ﾄﾝﾈﾙ

工事用道路ﾄﾝﾈﾙ

先進坑

本坑

千石斜坑

千石非常口

西俣斜坑

坑口
（導水路トンネル）

N

山梨県

静岡工区 8.9km

西俣非常口

：調査地点

長野県

0 1 2
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項目 地点 目的 頻度

河川
（発生土置き場
(通常土）)からの
排水放流先河川）

・ｐＨ
・ＳＳ
・ＥＣ
・自然由来の
重金属等

ツバクロ（燕沢
付近）、イタド
リ（下木賊沢付
近）、中ノ宿３
（紅葉沢付近）、
剃石付近の発生
土置き場からの
排水放流箇所の
上流・下流地点

放流先河川での水資源利用へ
の影響を確認

・工事前：月１回
・工事中：月１回※1

・工事後：月１回※1

トンネル

発生土置き場（通常土）

林道東俣線

発生土置き場（遮水型）

千石非常口

椹島

西俣非常口

品川方→

ツバクロ
（燕沢付近）

さわらじま

イタドリ

（下木賊沢付近）
しもとくさ

藤島（藤島沢付近）
ふじしま

中ノ宿１（胡桃沢付近）
くるみ

中ノ宿２（中ノ宿沢付近）

なかのしゅく

中ノ宿３（紅葉沢付近）
もみじ

剃石
すりいし

：調査地点

（２）発生土置き場 

 １）発生土置き場（通常土）からの排水放流先河川でのモニタリング 

・発生土置き場（通常土）から排水を放流する箇所付近において調査を実施しま

す。項目、調査時期、頻度、地点は表 ６及び図 ２１に示します。 

・頻度については、定期的な排水の有無や量が不明であるため、当初は月１回を

基本として実施いたしますが、排水の状況によっては頻度を変更します。 

 

表 ６ 河川の水質調査概要(発生土置き場(通常土）)からの排水放流箇所） 

 

 

 

 

 

 

※１ 定常的な排水の有無や量が不明であるため、月１回を基本とするが、排水の状況によっては頻度を変更します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２１ 河川の水質調査地点（発生土置き場からの排水放流箇所） 
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・工事前の調査結果をバックグラウンドデータとして整理するとともに、工事に

よる変化を管理するための管理値を設定したうえで、計測を実施します。 

・水質の値がこれまで計測された範囲を超えた場合や、これまで見られなかった

変動の傾向を示した場合には、発生土置き場からの排水放流箇所の上流・下流

地点の調査結果を対比して原因の究明を行い、対策を講じます。 

 

 ２）発生土置き場（遮水型）からの排水放流先河川でのモニタリング 

・発生土置き場（遮水型）からの排水のモニタリング内容（項目、頻度等）につ

いては、他事業の事例なども参考に図 ２２のとおり計画しておりますが、今後、

専門家のご意見も踏まえて決定していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２２ 水質の調査計画（イメージ） 

 

 地点 01：対策土の浸潤水（集水設備等） 

 調査頻度 

SS、pH、電気伝導度 

自然由来の重金属等 

水温、水量 

搬入中：排水前にその都度調査 

 

地点 02：その他排水（沈砂池等） 

調査項目 調査頻度 

SS 搬入中：年１回（降雨時等の排水時） 

pH、電気伝導度 

自然由来の重金属等 

水温、水量 

搬入中：年１回（降雨時等の排水時） 

搬入完了後：１回（降雨時等の排水時） 

 

集水設備

覆土

対策土

（施工完了後）

横断図

排水路
（対策土浸潤水）

林道

現地盤

集水設備

覆土

対策土

（施工中）

林道

現地盤

沈砂池

平面図

集水設備

01

02

03
河川の流れ

盛土（対策土）範囲

排水路(対策土の浸潤水)

排水路(その他の排水)

観測井

浸潤水集水設備

水質確認地点

排水路
（その他の排水）

：ヤード排水や遮水シート上を流れた水等
：対策土に浸潤した排水

遮水シート

排水路
（その他の排水）

調査項目 調査頻度
ＳＳ、ｐＨ、電気伝導率、
自然由来の重金属等、

水温、水量
搬入中：排水前にその都度

地点01：対策土の浸潤水（集水設備等）

地点02：その他排水（沈砂池等）

調査項目 調査頻度

ＳＳ ・搬入中：年１回（降雨時等の排水時）

ｐＨ、電気伝導率、
自然由来の重金属等、

水温、流量

・搬入中：年１回（降雨時等の排水時）
・搬入完了後：１回（降雨時等の排水時）

地点03：放流先河川（放流箇所下流地点）
調査項目 調査頻度

ＳＳ
・搬入前：１回
・搬入中：年１回（渇水期）

ｐＨ、電気伝導率、
自然由来の重金属等、

水温、流量

・搬入前：四半期に１回を基本
・搬入中：月１回
・搬入完了後：月１回

（水質が定常するまで）※

地点04：地下水（観測井）
調査項目 調査頻度

pH、電気伝導率、
自然由来の重金属等、

水温、水位

・搬入前：四半期に１回を基本
・搬入中：月１回
・搬入完了後：月１回

（水質が定常するまで）※

※水質定常後も、将来に亘って継続的に調査を実施。（頻度は状況を踏まえて検討）

04

04

二重遮水シート
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地点 03：放流箇所の下流地点 

調査項目 調査頻度 

SS 搬入前：１回 

搬入中：年１回（降雨時等の排水時） 

pH、電気伝導度 

自然由来の重金属等 

水温、水量 

搬入前：四半期に１回を基本 

搬入中：月１回 

搬入完了後：水質が安定するまで、月１回 

水質安定後も将来にわたって継続的に 

調査を実施（頻度は状況を踏まえ検討） 

 

地点 04：地下水（観測井：発生土置き場の上流側及び下流側） 

調査項目 調査頻度 

pH、電気伝導度 

自然由来の重金属等 

水温、水量 

搬入前：四半期に１回を基本 

搬入中：月１回 

搬入完了後：水質が安定するまで、月１回 

水質安定後も将来にわたって継続的に 

調査を実施（頻度は状況を踏まえ検討） 
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（３）流域市町、利水者の意見の反映について 

・以上、水質、水温に関するモニタリングの計画（項目、地点、頻度等）につい

て述べましたが、今後は水量のモニタリングも併せ、静岡県とも調整を行い、

例えば図 ２３のような形で大井川流域市町、利水者の方々のご意見をお聞きし

ていきたいと考えております。その結果、必要な場合には項目、地点、頻度等

の追加、変更等を行っていきます。 

 

図 ２３ 流域市町、利水者の意見を反映したモニタリング計画策定の流れ 


